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尿 路感 染症 に対 す るLenampicillin(KBT-1585)の 使 用経験

水之江義充 ・北田真一郎 ・妹 尾 康 平

九州大学医学部泌尿器科学教室

(主任:百 瀬俊郎教授)

九大泌尿器科外来 ・入院患者で尿路感染症 と診断 された13例 にLenampicillin(KBT-1585,

LAPC)を 投与 し,UTI薬 効評価基準1}に 合致した7例 について臨床効果を検討した。急性単純性

膀胱炎では2例 中,著 効2例 で,総 合臨床効果は100%,複 雑性尿路感染症では,5例 中,著 効2例,

無効3例 で,総 合臨床効果は40%で あった。

自他覚的副作用,な らびに臨床検査値の異常は認めなかった。

Lenampic皿i捻(KBT-1585)は,鐘 紡 株 式 会 社 薬 品 研

究 所 にお い て 創 製 され,同 社 と鳥 居 薬 品株 式会 社 で 開 発

され た 経 口用Ampicillinの プ ロ ドラ ッグ で あ り,従 来

のAmpicillinエ ス テ ル と異 な る化 学 購 造 を有 し,(Fig.

1),ア ル デ ヒ ド体 を 形成 す る こ とな く,吸 収 過 程 にお

い て,速 や か にAmpicillinと アセ トイ ンに 代謝 され,次

いで2,3ブ タ ンジ オ ー ル に代 謝 され る。

今 回,わ れ わ れ も本 剤 を,尿 路 感 染 症 に 使用 す る機 会

を得 た ので,そ の 成績 を報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of KBT-1585

Chemical formula:

(5-Methyl-2-oxo-1, 3-dioxolen-4-y1) methyl (2S, 5R,
6R)-6-[(R)-2-amino-2-phenylacetamido]-3, 3-dimethyl
-7-oxo-4-thia-l-azabicyclo [3 . 2. 0] heptane-2-carboxylate
hydrochloride

1.投 与対象と投与方法

投与対象は,昭 和58年1月 より昭和58年6月 までの九

州大学附属病院の泌尿器科外来および入院患者で尿路感

染症と診断された13例 である(Table 1,2)。

投与方法は,1回250mgを1日4回,3～5日 間投与

した。

II.成 績

症例は,急 性単純性膀胱炎6例,複 雑性尿路感染症7

例であった。臨床効果の判定は,UTI薬 効評価基準(第

2版)に 準じて行なった。

急性単純性膀胱炎6例 のうち,UTI薬 効評価 基 準に

合致した2例 についての効果判定を行ない,2例 中,著

効2例 で総合臨床効果は,100%で あ った。なお 脱落 し

た4例 についても主治医判定はすべて著効であった。

複雑性尿路感染症7例 のうち,UTI薬 効評価基準に

合致 した5例 についての効果を判定し,5例 中,著 効2

例,無 効3例 で総合臨床効果は40%で あった。なお脱落

した2例 についての主治医判定は,1例 で著効,1例 で

やや有効であった。

UT1薬 効評価基準に合致した7例 について細菌学的

効果をみると,急 性単純性膀胱炎で検出されたEcoli2

株 はすべて消失,複 雑性尿路感染症では,Pcepacia2

株, S. epidermidis, Klebsiella, E. agglomerance, C. di-

versusは,各 々1株 検出され,Rcepaciaは 存続し,他

はすべて消失 した。除菌率は,急 性単純性膀 胱炎では

100%,複 雑性尿路感染症では67%で あった(Table 3)。

なお菌交代は,複 雑性尿路感染症で1例 にみられ,出 現

菌はPcepaciaで あ った。

自他覚的副作用は13例 において1例 も認められなかっ

た。また,本 剤投与前後の臨床検査を11例 に行な った

が,異 常所見は認められなかった(Table 4)。

III.考 案

Ampicillinが 広域スペクトラムの合成ペニシリンとし

て普遍化されてすでにかなりの年月が経過しており,次

に開発された合成cephalospodn系 とともに今日では抗

菌剤の中で占める位置は極めて高いものになっている。

これらはその作用機序より考えてショック,薬 疹など

のアレルギー性のものを除くと副作用の少ない薬剤とさ

れてお り,今 後もなお,臨 床投与されるものと考えられ

る。Ampicilhnは 経 口投与によると吸収があまりよくな

いとされているが,こ の点を改良したAmpic曲nの フ

ロドラッグの研究開発が各方面で行なわれており,すで

に,わ れわれもAmoxicilln2),Pivampicillin3),Talampid-

Ihn4),Bacampicillinslの 臨床経験を報告している。

KBT-1585は,従 来のAmpicillinプ ロ ドラッグのよう

に,ア ルデヒド体を形成することなく,吸 収過程におい
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Table 3-1 Bacteriological response to KBT-1585

in acute uncomplicated cystitis

Table 3-2 Bacteriological response to KBT-1585
in complicated UTI

Table 4 Laboratory findings of before and after KBT-1585 administration
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て,Ampidllinと ア セトインに代謝され,次 いでアセ ト

インは2,3-ブ タンジオールに代謝されるが,こ れらの

代謝産物は広く自然界に存在するnatural substmceで あ

り,そ の代謝物の毒性は低いといわれている6)。

今回のわれわれの検討でも,本 剤による自他覚的副作

用および臨床検査値の異常は1例 も認められていない。

なお,臨 床効果の判定は,UTI薬 効評価基準に 従 い

急性単純性膀胱炎では2例 中,著 効2例 で,総 合臨床効

果は100%,な お脱落した4例 についても主治医判 定 は

すべて著効であり,複 雑性尿路感染症では,5例 中,著

効2例,無 効3例 で,総 合臨床効果は40%,な お脱落し

た2例 については,主 治医判定は著効1例,や や有効が

1例 であった。 最近我々が報告したABPCのprodrug

Bacarnpicillinの 臨床治験成績とほぼ同様の結果が 得 ら

れた5)。

したがって本剤は急性単純性膀胱炎の治療に非常に有

効であると思われる。

細菌学的効果は,急 性単純性膀胱炎では,主 治医判定

も含めた6例 中,す べてにE.coliが 検出され,本 剤 の

投与によりすべて消失していた。 このように,急 性単純

性膀胱炎の起炎菌は,E.coliが 最 も多く,ま た,本 剤は

その除菌効果が極めて高いので,急 性単純性膀胱炎の治

療に,有 用な薬剤であるといえる。

複雑性尿路感染症では,6株 中,4株 が消失 してお

り,複 雑性尿路感染症に対 しても,起 炎菌が本剤に感受

性のあるEcoli,S.epidermidiS,S.faecalis等6)の 症

例ならば,充 分に臨床効果が期待できると考えられる。
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CLINICAL EXPERIENCE OF LENAMPICILLIN (KBT-1585) IN

URINARY TRACT INFECTIONS

YOSHIMITSU MIZUNOE, SHINICHIRO KITADA and KOHEI SEN00

Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyushu University

(Director: Prof. SHUNRO MOMOSE)

1) Lenampicillin (1(13T-1585) was administered to 13 urinary tract infectious patients in Department of Uro-
logy, Kyushu University Hospital from January to June in 1983.

2) KBT-1585 was orally administered at a dose of 250 mg 4 times ( 1 g daily), namely after meals and at
bedtime. The duration of treatment was 3 to 5 days.

3) In 6 cases of uncomplicated urinary tract infections, 4 cases were excluded according to Criteria for Eva-

luation of Clinical Efficacy of Antimicrobial Agents on U. I. I., another 2 cases of excellent result were obtained.

In 7 cases of complicated urinary tract infections, 2 cases of excellent and 3 cases of poor result were obtained,

showing the effectiveness rate 40%.

4) Bacteriologically, 6 of 8 strains disappeared and 2 remained.

5) No side effect revealed and clinical laboratory tests of peripheral blood revealed no remarkable change by

the administration of the drug.


